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ボールコントロール
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ハンドリング

タックル

スポーツマンシップ
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年　　月　　日（　　曜日）
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スキルアワード実施のためのグラウンド配置例
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和 54 年 7 月 20 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ラグビーフットボール協会

　　　　　　　少年ラグビースクールの指導について「通達」

　少年ラグビースクールの生徒 ( 父兄 ) にできるだけ経済的負担をかけないよう配慮さ
れたい
(1) 金のかかる行事の企画をしないこと
(2) 父兄、父兄会との金のかかる相談事に参画しないこと。
(3) グラウンドに於ける服装は質素にして低廉なる物を奨めること。
(4) 遠征の計画、実施は ( 協会主催の大会参加は例外 ) 日帰りの範囲を越えないこと。
(5) 海外への遠征は申請がなされても地域協会が許可しない。
(6) 夏合宿を計画する場合は涼しい場所を選んで , ラグビー以外の金のかかる行事を避
け、　できるだけ簡素にすること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成元年 9 月 13 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ラグビーフットボール協会

　　　　　　少年ラグビー ( 小学生 ) の交流についての「通達」

　標記について下記のとおり通達致します。貴協会管下各都道府県協会を通じ各チーム
に徹底を図って下さい。

　ラグビースクールを中心とした少年ラグビーの団体は、全国で 280 を越えるに至り、
その発展には目を見張るものがある。また、最近では、小学生がその年代にふさわしい
ラグビーを楽しんセいるととは、大変喜ばしいことである。
　少年たちがラグビーを通して、心身を鍛え、またラグビーを通じて交流しあうことは
誠に好ましいことである。しかし、一方、過度に競争的になり余り、発育期の大切な時
期に障害をきたしたり、あるいは交流の過度が過ぎて父兄に過度な経済的負担をかける
ようであれば、それは大いに問題である。
　最近少年ラグビー ( 小学生 ) の交流に関して、過去の通達と相まって若干の混乱が生
じているように思われる。そこでここに改めて通達するものである。
1. 隣接県を越えて交流は行わない。
2. 隣接県との交流の際には、必ず所属協会に事前に届け出る。
3. 協会主催の交流試合、大会等はこの限りではない。
4. 海外遠征は認めない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

財団
法人

財団
法人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 2 年 2 月 16 日

都道府県コーチソサエテイ委員長　各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ラグビーフットボール協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーチソサエティ委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江　田　　昌　佑

　　　　　　　　　ミニ・ラグビーレフリーの認定について

　先の全国コーチソサエティ委員長会議の席上で述べたように、ミニ・ラグビーのレフ

リーは都道府県コーチソサエティがその養成及び認定に当たることになっていますが、

その具体的な方法について以下のように行うこととします。

1.　1 時間程度のレフリングに関する講義

2.　1 時間程度のコーチングに関する講義

3.　1 時間程度の安全対策に関する講義

4.　レフリング実技 ( 実技試験を兼ねる。異なった年齢グルーブに対して最低 2 試合レ

フ

　リングすることが望ましい。)

　ミニ・ラグビーレフリーとして認定された者には認定証が与えられますが、その認定

証は全国共通のものを三地域協会に備え付けますので、必要に応じて当該地域協会に請

求願います。また各都道府県協会は認定証を与えた者の氏名、所属を必ず記録し、当該

地域協会に報告して下さい。

　本年 4 月より施行するミニ・ラグビーの競技規則 ( 改訂版 ) を同封します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

財団
法人
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　　　　　小学生プレヤーのショルダーパッドについての「通達」

　最近、小学生プレヤーがショルダーパッドを着用して試合に臨む姿が目に付くようになって

きました。日本ラグビーフットボール協会として小学生プレヤーがショルダーパッドを着用す

ることの是非を検討した結果、以下の理由からこれを禁止することとしました。

(1)　安全上問題がある

　筋力や技術の未発達な子どもが、ショルダーパッドをつけているから安全であるという安心

感から、自己の能力を超えた勢いでコンタクトやタックルに向かうことで、かえって肩、頸部、

頭部のケガを引き起こす可能性がある。コンタクトやタックルを受ける相手にとっても危険で

ある。これは体格、体力成熟度に差が大きい小学生期では無視できない問題である。（「現在使

用されているヘッドキャップ、ショルダーパッドでは、擦り傷や切り傷のような軽微なけがは

予防できても、脳しんとうや骨折・脱臼といった重傷事故を防ぐものにはならない」という指

摘がある。）

(2）　技術習得上問題がある

　ショルダーパッドをつけているという安心感から、勢いだけでタックルをすることは、安全

で正しいタックル技術を習得する妨げになる可能性がある。

(3）経済的な負担を生じる

　ショルダーパッドを購入するということは、保護者に対し新たに数千円の出費を強いること

になる。

（4）　IRB 及び世界の動向

　パツド類の使用については、IRB のメディカルコミッティの下にワーキンググループを設置

し、2000 年 10 月に報告書を出すべく、調査・研究を行うことが決まっているが、最近のパッ

ド類の乱用を憂慮する声も強く、規制が強化される可能性がある。IRB の方針が出てから、日

本協会として新たな判断をする必要が生じるかも知れないが、現段階では禁止するほうが得策

と考えられる。また、小学生期のプレーヤーがショルダーパッドをしている例は日本以外見あ

たらず、他の国々では着用の必要性を感じていないというのが現実である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関誌 2000 年 3 月 25 日号　　　第 49 巻　　6 号
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編集後記

　2001 年度、日本ラグビーフットボール協会小学生・ラグビースクール委員会において、「ミ

ニ・ラグビー指導の手引き」の改訂が提案され早速内容の検討が行われました。詳細にわたり種々

検討し、その検討内容に基づいて原案の作成を行うこととなりました。その際、その大半部分

の改訂原稿を担当されました川島淳夫氏の努力には敬服いたします。

　また、練習の実際例として改訂作業を担当された北畑幸二氏は生みの苦しみをされました。

その跡が原稿の端々に残されております。

　今回マネジメントの章についても内容を膨らませました。現行クラブの発展を図ることは当

然の事ながら、新たなクラブづくり仲間づくりの展開も視野に入れました。

　「ミニ・ラグビー指導の手引き」の在庫が無くなり、各方面から改訂の要望があり早急に発行

をと作業をして参りましたが、当初予定より半年ほど遅れることとなりましたことは、編集作

業を担当しました者の能力のなさとお許しいただければ幸いです。

　今回の改訂版で示された練習例は、今後カード化することも予定しています。練習の場にカー

ドを持ち込み、組み合わせることにより内容の充実が期待できるのではと思っています。

　この指導書が指導者の皆様に活用されることにより、日本のミニ・ラグビーがより一層充実

することを期待いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集担当　　山道　信之

発　　　　行　　　2002 年 4 月 30 日
著作権発行者　　　（財）日本ラグビーフットボール協会
　　　　　　　　〒 107-0056　東京都港区北青山 2-8-35
　　　　　　　　電話　03-3401-3321　FAX　03-3401-6610
　　　　　　　　http
編　　　　集　　（財）日本ラグビーフットボール協会　普及育成委員会
印　  刷　  所　　株式会社　ダイワクリエイト　　　　　　　　（0003）

　　　　　　　　〒
　　　　　　　　電話　　　　　　　　FAX
　　　　　　　　http//

ミニラグビー指導の手引き
　　　    ２０１０


